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亘理町木造災害公営住宅建設工事
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天井点検口 天井点検口

（特定寝室内法有効 9.10㎡）

室内木製建具敷居は全て段差5ｍｍ以下。
玄関框単純段差165ｍｍ手摺設置、浴室床段差20ｍｍ以下洗面所含め手摺設置、他同一階室床段差なし。
玄関建具下枠玄関内段差無し、ポーチ部段差20ｍｍ。
高齢者等級関係特記仕様

便所寸法：内法1,695×785　便器前方空間500以上　片側Ｌ型手摺設置。
浴室寸法：内法1,600×1,600　手摺浴槽横、シャワーカラン脇、洗場壁面の３カ所に設置。

枠内法寸法表記部は工事を伴わない改造(建具撤去)による有効寸法を示す。
特定寝室寸法：６帖の場合内法3,500×2,600=9.10㎡　８帖の場合内法3,500×3,500=12.25㎡

AW

7

※外部建具性能は全てＴ－１・Ｈ－３・熱貫流率3.49以下。

合計 54.654

火気換気計算
使用ガス：ＬＰＧ　換気方式：排気フードⅠ型
理論排ガス量：0.93ｍ3/ｋＷｈ
使用換気扇ＦＥ－２：600ｍ3/ｈ

燃料消費量：8.60ｋＷ･ｋｇ/ｈ
使用機器：２口+グリル付テーブルコンロ

Ｖ＝30ＫＱ＝30×0.93×8.60＝239.93ｍ3/ｈ
239.93ｍ3/ｈ＜600ｍ3/ｈ　∴ＯＫ

凡　例 仕　様
住宅用火災報知器光電式
煙感知型(ＮＳマーク付き)

筋違プレートBP-2同等品
Ｚマーク表示金物
端部金物

Ｚマーク表示金物
端部金物

筋違プレートBP同等品

筋違ｔ45×ｗ90木材

筋違ｔ30×ｗ90木材

筋違柱1/3

筋違柱1/2

熱感知型(ＮＳマーク付き)

※音響：１ｍで70db以上の警報１分間継続

気密層付高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ16ｋ
ｔ90壁内充填工法
気密層は室内面に施工の事

構造用合板(特類)耐力壁
ｔ12×910×3,030
釘N50＠150以下倍率2.5壁

　　　　　蹴込寸法30以下。階段・廊下最少有効幅：785。
階段寸法：蹴上＝210　踏面＝225　勾配210/225＝19.6/21　蹴上×2+踏面寸法＝210×2+225＝645　蹴込板有。

柱頭側を示す↓

↑柱脚側を示す

柱頭側を示す↓

↑柱脚側を示す

２４時間換気検討
必要換気量は安全側に全居室・収納部を全て天井高さ
2,400として算定し床面積も余裕を持たせている。
換気扇ＦＥ－１は弱３運転での使用設定。
換気計算は別紙計算書による。
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原図Ａ２・Ａ３出力時縮小率71％
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